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第
六
条
中
「
影
響
」
の
下
に
「
、
が
ん
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
感
染
症
」
を
加
え
、「
払
う
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
」
を
「
払
い
」
に
改
め
、「
受
け
る
よ
う
」
の
下
に
「
努
め
る
ほ
か
、
が
ん
患
者
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
よ
う
」

を
加
え
る
。

第
二
十
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
九
条
第
四
項
」
を
「
第
十
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
の
次
に
次
の
二
節
を
加
え
る
。

第
四
節

が
ん
患
者
の
就
労
等

（
が
ん
患
者
の
雇
用
の
継
続
等
）

第
二
十
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
の
雇
用
の
継
続
又
は
円
滑
な
就
職
に
資
す
る
よ
う
、
事
業
主
に
対

す
る
が
ん
患
者
の
就
労
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
が
ん
患
者
に
お
け
る
学
習
と
治
療
と
の
両
立
）

第
二
十
一
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
小
児
が
ん
の
患
者
そ
の
他
の
が
ん
患
者
が
必
要
な
教
育
と
適
切
な
治
療
と

の
い
ず
れ
を
も
継
続
的
か
つ
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
）

第
二
十
二
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
民
間
の
団
体
が
行
う
が
ん
患
者
の
支
援
に
関
す
る
活
動
、
が
ん
患
者
の
団

体
が
行
う
情
報
交
換
等
の
活
動
等
を
支
援
す
る
た
め
、
情
報
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
五
節

が
ん
に
関
す
る
教
育
の
推
進

第
二
十
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
が
、
が
ん
に
関
す
る
知
識
及
び
が
ん
患
者
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け
る
が
ん
に
関
す
る
教
育
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
事
項
」
の
下
に
「
並
び
に
が
ん
の
治
療
に
伴
う
副
作
用
、
合
併
症
及
び
後
遺
症
の
予
防
及
び

軽
減
に
関
す
る
方
法
の
開
発
そ
の
他
の
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
資
す
る
事
項
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
標
準
的
な
」
を
「
有
効
な
」
に
、「
臨
床
研
究
」
を
「
臨
床
研
究
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
罹
患
し
て
い
る
者
の
少
な
い
が
ん
及
び
治
癒
が
特
に
困
難
で
あ
る
が
ん

に
係
る
研
究
の
促
進
に
つ
い
て
必
要
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
中
第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
そ
の
家
族
」
を「（
そ
の
家
族
を
含
む
。第
二
十
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
が
ん
患
者
の
が
ん
の
罹り

患
、
転
帰
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
し
、
分
析
す
る
た
め
の
取
組
を

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
」
を
「
が
ん
に
係
る
調
査
研
究
の
促
進
の
た
め
、
が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
が
ん
登
録
（
そ
の
他
の
が
ん
の
罹
患
、

診
療
、
転
帰
等
の
状
況
の
把
握
、
分
析
等
の
た
め
の
取
組
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
当
該
が
ん
登
録

に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
活
用
等
を
推
進
す
る
」
に
改
め
、
第
三
章
第
二
節
中
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
と
う

痛
等
の
緩
和
を
目
的
と
す
る
医
療
が
早
期
か
ら
適
切
に
行
わ
れ
る
」
を
「
緩
和
ケ
ア
が
診
断
の
時

か
ら
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
が
ん
患
者
の
状
況
に
応
じ
た
良
質
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が

確
保
さ
れ
る
」
に
改
め
、「
対
す
る
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
」
の
下
に「（
こ
れ
に
係
る
そ
の
家
族
の
生
活
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
化
学
療
法
」
の
下
に
「
、
緩
和
ケ
ア
（
が
ん
そ
の
他
の
特
定
の
疾
病
に
罹
患
し
た
者
に
係
る
身
体
的

若
し
く
は
精
神
的
な
苦
痛
又
は
社
会
生
活
上
の
不
安
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
を
図

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
治
療
、
看
護
そ
の
他
の
行
為
を
い
う
。
第
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
医
療
と
し

て
提
供
さ
れ
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
検
診
に
よ
っ
て
が
ん
に
罹り

患
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
罹
患
し
て
い
る
と

判
定
さ
れ
た
者
が
必
要
か
つ
適
切
な
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

３

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

が
ん
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
七
号

が
ん
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、「
第
九
条

第
十
一
条
」
を
「
第
十
条

第
十
二
条
」
に
、「
第
十
二
条
・
第

十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
・
第
十
四
条
」
に
、「
第
十
四
条

第
十
七
条
」
を
「
第
十
五
条

第
十
八
条
」
に
、「
第
三
節

研
究
の
推
進
等（
第
十
八
条
）」を「
第
三
節

研
究
の
推
進
等
（
第
十
九
条
）

第
四
節

が
ん
患
者
の
就
労
等
（
第
二
十
条

第
二
十
二
条
）

第
五
節

が
ん
に
関
す
る
教
育
の
推
進
（
第
二
十
三
条
）

」に
、「
第
十
九
条
・

第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
四
条
・
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
に
か
ん
が
み
」
を
「
並
び
に
が
ん
対
策
に
お
い
て
が
ん
患
者
（
が
ん
患
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）が
そ
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
」
に
、「
及
び
医
師
等
」
を
「
、
医
師
等
及
び
事
業
主
」
に
改
め
る
。

第
二
条
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

四

が
ん
患
者
が
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
が
ん
患
者
が
、

そ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
、
適
切
な
が
ん
医
療
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
的
支
援
、
教
育
的
支
援
そ
の
他
の
必

要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
に
関
す
る
国
民
の
理
解
が
深
め
ら
れ
、

が
ん
患
者
が
円
滑
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

五

そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
の
特
性
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

六

保
健
、
福
祉
、
雇
用
、
教
育
そ
の
他
の
関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
に
配
慮
し
つ
つ
、
総
合
的
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
。

七

国
、
地
方
公
共
団
体
、
第
五
条
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
、
医
師
、
事
業
主
、
学
校
、
が
ん
対
策
に
係
る
活
動

を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
相
互
の
密
接
な
連
携
の
下
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

八

が
ん
患
者
の
個
人
情
報
（
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他

の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。）の
保
護
に
つ
い
て
適
正
な
配
慮
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
五
条
中
「
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
」
を
「
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
者
及
び
同

法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
に
改
め
、「
が
ん
検
診
」
の
下
に「（
そ
の
結
果
に
基
づ
く
必

要
な
対
応
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。
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